
具体的方策
主
担
当
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<評価の根拠>

達成度判断基準
教職員アンケート 児童アンケート 保護者アンケート 取組状況 評

価
今後の改善点と具体的方策

①【継続した検証・改善】
主任等を中心とした各組織
が目標に基づき、児童の状
況やニーズを継続的に検
証・改善する。

教
頭

・学力向上・生徒指導・健康
安全の各チームや学年が主
体となって「児童と取り組み
目標を共有し、取り組み後に
児童アンケート等でふり返り
を行い、それをもとに改善を
考えた。」に当てはまると答
える教師の割合
・「避難訓練、遠足などの行
事で、めあてを先生と確認
し、ふり返りをした」に当ては
まると答える児童の割合

＜実施状況・アン
ケートの状況＞
A：＋評価90％～
B：80％～　
C：70％～
D：70％未満

児童と取り組み目
標を共有し、取り
組み後に児童アン
ケートを行い、そ
れをもとに改善策
を考えた（実施し
た）。【A58.3%、
B41.7%】

避難訓練、遠足な
どの行事で、めあ
てを先生と確認
し、ふり返りをし
た。
【A70.1%,B27.6%,C2
.4%】

全体として「A + B」の肯
定的な回答が非常に高
い割合を占めており、児
童が避難訓練や遠足な
どの行事において、目
標を先生と確認し、振り
返りを行っていると感じ
ている。

A

児童がより具体的にイ
メージでき、自分事として
捉えられるような工夫
（例：視覚的な目標設定、
具体的な行動目標への落
とし込み）で成功している
好事例を校内で共有し、
教職員全体のスキルアッ
プを図る。

②【いじめ・不登校等の未然
防止】
日常の情報共有・報告・連
絡・相談を徹底し、いじめや
不登校等の課題に迅速かつ
適切に対応する。

教
頭

・「気になった事はすぐ
に、学年主任・生徒指導
主事・管理職等に報告・
連絡・相談し、対応した。」
に当てはまると答える教
師の割合
・「学校はお子さんの連絡
や困り事に対して、迅速
に対応している。」に当て
はまると答える保護者の
割合

＜実施状況・アン
ケートの状況＞

A：＋評価90％～

B：80％～　

C：70％～

D：70％未満

・気になった事は
すぐに、学年主
任・生徒指導主
事・管理職等に報
告・連絡・相談し、
対応した。
【A85.2%,B14.8%】

学校はお子さんの
連絡や困り事に対
して、迅速に対応
している。
【A33.3%,B53.3%,C6
.7%,D0.7%】

ほとんどの教職員が迅
速な報告・連絡・相談・
対応を実践できており、
組織的な連携が取れて
いる。

B

「C」や「D」と回答した保
護者に対し、個別にヒア
リングを行い、具体的な
不満点や要望を把握
し、改善に繋げる。

③【組織的指導力の向上・
働き方改革の推進】
DX化や平準化を進め、学年
会やチーム会を通して組織
的指導力の向上と働き方改
革を推進する。

教
頭

・「複数で分担できる業務
はなるべく分担して行い、
業務の平準化を図った。」
と答える教師の割合
・「デジタル技術を活用し
て業務の効率化を図っ
た。」と答える教師の割合

＜実施状況・アン
ケートの状況＞

A：＋評価90％～

B：80％～　

C：70％～

D：70％未満

・複数で分担できる
業務はなるべく分担
して行い、業務の平
準化を図った。
【A27.3%,B59.1%,C
9.1%,D4.5%】
・デジタル技術を活
用して業務の効率化
を図った。
【A36.4%,B54.5%,C
9.1%】

 多くの教職員がデジタ
ル技術の活用を認識し
ているが、活用法の共
有が学校全体まで広
まっていない。

B

　GIGA担当と連携し、
業務効率化に成功して
いる教職員から具体的
なデジタルツールの活
用方法や効果につい
て、デジタル技術活用
に関する教職員向けの
ミニ研修を実施する。

①【活用力・表現力を育成す
る授業】
つけたい力を児童の姿とし
て具体化させ、児童が探究
サイクルを回し、知識・技能
を活用し、表現する力を育
成する授業を行う。

主
幹

研
究

・単元におけるゴールの
姿を児童と共有し、つけた
い力を活用して表現する
場面を設定することがで
きたと答える教師の割合
・学んだことを生かして、
自分の考えを表現するこ
とができたと答える児童
の割合

（教・児アンケート）　
A：90％～　　
B：80％～ 
C：70％～　　
D：70％未満

・単元における
ゴールの姿を児童
と共有できた。
・つけたい力を活
用して表現する場
面を設定すること
ができた。
【A33.3%,B55.6%,C1
1.1%】

（低）
学んだことを使っ
て問題を解くこと
ができた。
【A61.8%,B32.9%,C5
.3%】
(中高)
学んだことを生か
して、自分の考え
を表現することが
できた。
【A50.5%,B39.7%,9.
2%,0.7%】

全学年を通して、「A + B」の項

目が91.2%と非常に高く、多く
の児童が学んだことを使って
問題を解くことができた、ある
いは学んだことを生かして自
分の考えを表現できたと感じ
ていることがわかる。全学年で
8.3%、中学年で9.2%の児童

が「C あまり思わない」と回答
しており、学んだことの活用や
表現に自信を持てていない児
童が一定数存在することがわ
かる。低学年では5.3%と比較

的低い。
特に中学年ではこの割合がや
や高い。

A

教師側児童側ともに高
い数値がでたことから、
単元構想の中でゴール
の共有ができているこ
と、それが実践されてい
ることがわかる。今後も
授業づくりの段階から
意識することを共有して
いく。

②【個に応じた学びと協働的
な学びの一体的な充実】
デジタル学習基盤を効果的
に活用し、児童一人ひとりの
ニーズに応じた学びと協働
的な学びの一体的な充実を
図る。

主
幹

研
究

・ICTを活用し、学習の進
捗状況を見とる工夫や個
の学びをより深める他者
参照を行うことができたと
答える教師の割合
・互いに教え合ったり、話
し合ったりすることで、自
分の学びを更新すること
ができたと答える児童の
割合

（教・児アンケート）
A：８０％〜
B：７０％〜
C：６０％〜
D：６０％未満

ICTを活用し、学習の
進捗状況を見とる工
夫や個の学びをより
深める他者参照の工
夫を行っている。
【A33.3%,B48.1%,C18.
5%】

（低）
・自分の考えをよりよ
くするために、友達と
教え合ったり、話し
合ったりすることがで
きた。
【A72.4%,B17.1%,C10.
5%】
（中・高）
・互いに教え合った
り、話し合ったりする
ことで、自分の学びを
更新することができ
た。
【A61.6%,B31.5%,C5.9
%,D1%】

全学年を通して、「A + B」（で
きた、よくできた）と回答した児
童の割合が非常に高く、
92.4%となった。これは、児童
がお互いに教え合い、話し合う
ことの重要性を認識し、実践で
きていることを示唆している。
また中学年・高学年では
93.1%とさらに高い結果が出

ている。 低学年でも「A + B」

が89.5%と高いが、全学年平
均や中高学年と比較すると若
干低い。また、「C あまり思わ

ない」が10.5%と他の学年より
高い。

B

児童側の結果が高い。単
元構想の中で児童が主体
的に活動する場面が設定
された結果であると捉え
ている。教師側がやや低
い結果になっているが、
ICTと他者参照を組み合
わせた実践という捉えの
ハードルが高いゆえと考
えられる。必ずしも両方の
要素がなくとも大丈夫なこ
とと今後もそうした活動を
単元構想に取り入れてい
くことを共有していく。

③【意図的・計画的な学力
向上の取組】
学力ロードマップを軸に、６
年間を見通した意図的・計
画的な学力向上の取組を推
進する。

主
幹

・単元末テストの「思考・
判断・表現力」を問う問題
で平均８０点以上を達成し
た児童の割合
・学期末の漢字・計算テス
トでそれぞれ９０点以上を
達成した児童の割合

（教育的データ）　
A：90％～　　
B：80％～  
C：70％～　　
D：70％未満

・学年会・校務委
員会等でロード
マップを確認しな
がら、意図的・計
画的に学力向上
の取組を推進し
た。
【A16.7%,B70.8%,C1
2.5%】

・単元末テストの「思
考・判断・表現力」を
問う問題で平均８０
点以上を達成した児
童の割合
【国語】C７３．３％
【算数】D６５．２％
６９．３％
・学期末の漢字・計
算テストでそれぞれ９
０点以上を達成した
児童の割合
【漢字】C７５．７％
【計算】D６２．３％
６９％

家庭学習チャレン
ジ週間に、お子さ
んが自分のめあて
を達成することが
できたと答える保
護者の割合
【A20%,B46.7%,C33.
3%】

・児童：算数における思考・判
断・表現力の育成が喫緊の課
題であると考えられる。教科全
体としては、さらなる底上げが
必要。

漢字については約7.5割の児

童が90点以上を達成してお
り、比較的定着している。計算
については約6割の児童しか

90点以上を達成しておらず、

計算力の定着に課題がある。
・教職員：「取り組んだ」と強く
認識している教員が2割弱にと

どまり、約7割の教員が「まあ
まあ取り組んだ」と回答してい
ることから、取り組みの質にば
らつきがみられる。

D

・「思考・判断・表現力」をつける
ために、特に算数では、単元テス
トや活用問題を通して、具体的に
各単元でつけるべき力の確認を
して指導計画をたてることを徹底
する。そのうえで、単元末までに
短いスパンで力がついているか
を見取り、支援や指導の見直しを
図る。
・計算力については、つまずきの
多い問題を分析し、はくれいタイ
ムで定着を図る。また、学習サ
ポーターの力を借り、特につまず
きのある児童への支援を徹底す
る。

①【生徒指導の４つの視点
を生かした教育活動】
生徒指導の４つの視点を生
かした教育活動に取り組
み、児童が安心して学校生
活を送れるよう、組織的かつ
継続的な指導を行う。

生
徒
指
導

・チェックシートで自己存
在感（褒める・認める）の
項目で肯定的評価がつく
教師の割合
・「児童を認める声かけを
行なっている」に当てはま
ると答える教師の割合
・「月の初めや最後に、て
らいっ子の足跡の活動を
通して学級の成長や良さ
を認めている。」に当ては
まると答える担任教師の
割合
・「学校が楽しい」に当て
はまると答える児童の割
合

＜教・児・保アン
ケート＞
＋評価
A：90％～
B：80％～
C：70％～
D：70％未満

・児童を褒める認
める言葉がけを意
識して行ってい
る。
（A 70.4%B 29.6%)
・（担任）月の初め
や最後に、てら
いっ子の足跡の活
動を通して学級の
成長や良さを認め
ている。
（A+B 89.5%C 
10.5%)

学校生活は楽し
い。
（A+B 86.1%C 
10%D 3.9%)

お子さんは学校生
活を楽しんでい
る。
（A+B 93.3% C 
6.7%)

月末の生徒指導の４つの視点
チェックシートでも、「子どもの
前向きな姿を褒める・認める」
での評価が高く、教育活動の
中で褒める認める言葉がけを
意識して行うことができてい
る。また、職員会議で効果的
であった褒める・認める声かけ
等の実践を紹介することで全
職員に共有している。
月に１度寺井っ子の足跡の活
動を通して、学級の成長や学
級の良さを積極的に認め合う
ことができた。

B

てらいっ子の足跡の活
動を通して、さらに各学
級の成長や良さが全校
に伝わるように、動画で
の撮影や放送を行って
いく。
教師が児童を褒める、
認める言葉がけを積極
的に行えるように、１学
期同様、教師同士の授
業参観や効果的であっ
た声かけの実践の共有
を行っていく。

②【温かい集団づくり】
児童が主体的に挨拶や温
かい言葉を交わす場面を大
切し、相互理解と尊重に基
づく温かい集団作りを支援
する。

生
徒
指
導

・「教師自身が進んであいさ
つを行い児童のお手本を心
がけている。」、「お互いに認
め合うことを目的とした活
動、言葉がけを行い、親和的
な集団づくりを支援してい
る。」に当てはまると答える
教師の割合
・「自分が気持ちの良いと思
えるあいさつをしいている」、
「誰に対しても、温かい言葉
をかけることができた」に当
てはまると答える児童の割
合

＜教・児アンケート＞

＋評価

A：90％～

B：80％～

C：70％～

D：70％未満

・教師自身が進ん
であいさつを行い
児童のお手本を心
がけている。
（A 81.5% B18.5%)
・お互いに認め合
うことを目的とした
活動（ハッピーレ
ター等）、言葉が
けを行い、親和的
な集団づくりを支
援している。
（A 55.6% B44.4%)

・自分が気持ちの
良いと思えるあい
さつをしている。
（A+B 85.8%C 
11.8%D 2.4%)
・誰に対しても、温
かい言葉をかける
ことができた。
（A+B 88.2%C 
9.7%D 2.1%)

児童会を中心に「あいさつ運
動」「助かったわ～大賞」の取
り組みを行った。また、ふれあ
い挨拶デー前に児童会が全校
に呼びかけたり、フォームを活
用して自分の挨拶を振り返っ
たりする場を設定した。「助
かったわ～大賞」の取り組み
では、全校放送で、様々な学
年の取り組みを紹介した。
ハッピーレターの取り組みは、
行事後だけでなく、席替えの
後など、頻繁に行うことで、児
童にも友だちの良さを伝えるこ
とが定着してきている。

B

・児童会を中心に、ふれ
あい挨拶デー前後での
呼びかけや振り返りを
行って、気持ちの良い
挨拶を目指していく。
・親和的な集団づくりの
支援をさらに積極的に
行えるように、職員会議
等を通して、効果的な
認め合える関係の築き
方について共有を図っ
ていく。

①【知識や技能を身につけ
る取組】
自分の生活を整え、安全な
生活を送るための知識や技
能を身につける取組を行う。

保
健
主
事

・「児童が安全に気をつけ
て、学校生活を送れるように
指導している。」に当てはま
ると答える教師の割合。
・「安全に気をつけて学校生
活を送っている。」に当ては
まると答える児童の割合。
・「学校は、校内外の安全指
導に努め、事故防止に配慮
している。」に当てはまると答
える保護者の割合。

〈教・児・保アンケー
ト〉
＋評価
A：～85％　　
B：～75％
C：～65％　　
D：65％未満

児童が安全に気を
つけて学校生活を
送れるように指導
をしている。
【A85.2%,B14.8%】

安全に気をつけ
て、学校生活を
送っている。
【A66.2%,B29.5%,C4
.3%】

学校は、校内外の
安全指導に努め、
事故防止に配慮し
ている。
【A46.7%,B40%,C6.7
%,D6.7%】

熱中症対策として、今年度も
児童玄関前に熱中症掲示板を
設置した。数年続けて取り組
んでいることもあり、掲示板を
確認する習慣が定着してき
た。児童保健委員会からは、
熱中症クイズ大会の取組もあ
り、全校児童で熱中症を予防
する意識を高めることができ
た。

A

・熱中症対策の取組や避難訓
練等を通して、自分で考えて
安全な生活を送れるように
なってきている。冬季の感染
症対策でも同様に、児童が自
ら考えることを意識して取組を
進めていく。
・下校の仕方や放課後の過ご
し方（交通ルールの順守等）
について、家庭や地域と連携
しながら、引き続き指導してい
く。

②【思考力や工夫する力の
育成推進】
運動の楽しさや喜びを味わ
い、思考力や工夫する力を
育成する体育科の授業や体
育的行事を推進する。

保
健
主
事

・「運動の楽しさや喜びを味
わい、思考力や工夫する力
を育成できるような体育科の
授業を行っている。」に当て
はまると答える教師の割合
・「体育の授業は楽しい」に
当てはまると答える児童の
割合

〈教・児アンケート〉
＋評価
A：～85％　　
B：～75％
C：～65％　　
D：65％未満

運動の楽しさや喜び
を味わい、思考力や
工夫する力を育成で
きるような体育科の
授業を行っている。
【A56.3%,B43.8%】

体育の授業は楽し
い。
【A73.4%,B24.2%,C1.7
%,D0.7%】

大半の児童は運動の楽しさを
味わいながら活動できている。
一方、体育科の授業づくりに
おいてはA評価の数値が低く、
取組の改善が必要である。

B

・児童が課題を発見したり解決し
たりできる体育授業の充実のた
め、学年会や健康安全チームを
中心に、各活動における段階的
指導を行う。
・体育授業の予備運動として、１
～２学期は「寺井っ子体操」、３学
期は「新寺井っ子体操」に学校全
体で取り組んでいく。本校の運動
能力の課題である握力の向上の
ため、スポチャレいしかわのシャト
ルボールにも積極的に取り組ん
でいく。

①【PTAや学校運営協議会
との連携】
PTAや学校運営協議会と連
携を深め、地域人材や資源
を活用した体験活動の充実
に努める。

教
頭

・「PTAや学校運営協議会等
と連携し、学習サポートや地
域の方の力を借りて、体験
的な学習活動を進めること
ができている。」に当てはま
ると答える教師の割合
・「朝の読み聞かせや生活・
総合の学習などで、地域の
先生から色々と学んだ」当て
はまると答える児童の割合

＜教・児アンケート＞
＋評価
A：90％～
B：80％～
C：70％～
D：70％未満

・PTAや学校運営協
議会等と連携し、学
習サポートや地域の
方の力を借りて、体
験的な学習活動を進
めることができた。
【A54.2%,B37.5%,C8.3
%】

・朝の読み聞かせや
生活・総合の学習な
どで、地域の先生か
ら色々と学んだ。
【A63.6%,B31.1%,C4.6
%,D0.7%】

9割以上の児童が「地域
の先生から色々と学ん
だ」と肯定的に評価して
おり、地域の先生方によ
る読み聞かせや学習支
援が、児童にとって有意
義であると認識されてい
る。

A

学校だよりやホーム
ページの学年の活動
で、地域連携による教
育効果を積極的に情報
発信し、学校への理解
と協力をさらに促す。

②【開かれた学校づくり】
学校教育活動の様子を家庭
や地域に積極的に発信し、
信頼される学校づくりを進め
る。

教
頭

・「学校は学校だよりや
ホームページで、学校の
ことを積極的に家庭や地
域に伝えている。」に当て
はまると答える教師、保
護者の割合

＜保・教アンケート＞
＋評価
A：85％～
B：75％～
C：65％～
D：65％未満

学校は学校だより
やホームページ
で、学校のことを
積極的に家庭や
地域に伝えてい
る。【A63%,B37%】

学校は学校だより
やホームページ
で、学校のことを
積極的に家庭や
地域に伝えてい
る。
【A26.7%,B53.3%,C1
3.3%,D6.7%】

今年度、ホームページ
で各学年の活動の様子
の情報公開を毎月１
回、定期的に行うように
した。約２割の保護者に
情報発信の頻度、ある
いは利用している媒体
が保護者のニーズに合
致していない可能性が
ある。

B

今年度から始めた取り
組みを継続しつつ、運
動会練習の様子など、
その時期の行事等に合
わせた活動の様子をタ
イムリーに掲載するよう
にしていく。
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